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平成25年度町政の基本方針と重点施策

平
成
25
年
度
町
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

産
業
の
振
興
に
よ
る
経
済
、
雇
用
対
策

　

国
際
化
競
争
の
激
化
を
は
じ
め
、
農
林
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
中
で
、
低
迷
す
る
本
町
の
基
幹
産
業
の
再
生
の
た
め
に
、
農
林
業
の
生
産
基
盤
体
制
の

強
化
と
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
「
森
の
国
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」・
６
次
産
業
化
に
よ
る
農

家
所
得
の
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
、
担
い
手
育
成
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
導
入
に
よ
る
既
存
特
産
品
の
生
産
確
保
と
農
業
支
援
体
制
の
充
実
・
耕
作
放
棄
地
対
策
や

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
土
地
改
良
区
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
更
に
は
間
伐
促
進
等
、
森
林
整
備
と
儲
か
る
林
業
へ
の
構
造
改

革
を
す
す
め
る
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
は
、
猟
友
会
を
中
心
と
し
た
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
設
置
を
は

じ
め
広
域
連
携
事
業
に
よ
る
効
果
的
な
防
護
対
策
を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
、
獣
肉
の
有
効
利

用
の
た
め
の
有
害
獣
解
体
処
理
施
設
整
備
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
等
運
営
体
制
を
構
築
す
る
。

　

商
工
業
に
お
い
て
は
雇
用
の
創
出
を
最
大
の
目
標
と
し
て
、
企
業
誘
致
や
人
材
育
成
、
事

業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
新
分
野
進
出
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
商
工
会
の
実
施
す
る
活
性
化
推
進
事
業
へ
の
支
援
を
行
う
。

　

ま
た
、
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２
の
成
果
を
活
か
し
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
を
活
用
し

た
体
験
型
観
光
産
業
と
予
土
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
造
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
よ
る
観
光
交
流
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
や
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
、
関
連
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
ほ

か
、虹
の
森
公
園
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
集
客
力
を
向
上
さ
せ
、地
域
活
性
化
を
図
る
。

・「
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」
の
推
進
と
６
次
産
業
化

・
特
産
品
の
生
産
、
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
農
家
所
得
の
向
上
と
担
い
手
育
成

・
農
業
支
援
体
制
の
拡
充
と
耕
作
放
棄
地
対
策

・
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
推
進

・
町
土
地
改
良
区
の
あ
り
方
検
討

・
森
林
整
備
と
儲
か
る
林
業
へ
の
構
造
改
革

・
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
と
処
理
加
工
施
設
整
備
、
運
営
体
制
の
構
築

・
雇
用
創
出
を
目
指
し
た
企
業
誘
致
対
策
と
起
業
促
進
へ
の
支
援

・
体
験
型
観
光
産
業
の
振
興
と
予
土
地
域
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
造

・
虹
の
森
公
園
青
空
市
場
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
活
性
化
施
策
の
推
進

保
健
福
祉
の
充
実
に
よ
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

　

急
速
な
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
限
界
集
落
が
増
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
力

の
維
持
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
医
療
の
確
保
と
す
べ
て
の
町
民
の

健
康
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実
や
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
予
防
活
動
の
強
化

を
は
じ
め
、
町
民
健
康
増
進
施
設
等
整
備
構
想
を
検
討
す
る
。
特
に
、
医
師
確
保
対
策
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
団
体
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
医
師
不
足

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

　

ま
た
、
障
害
の
種
別
や
年
齢
に
よ
ら
ず
支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
は
じ
め
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
日
常
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

全
体
で
平
時
か
ら
支
え
あ
う
体
制
づ
く
り
と
し
て
、
地
域
見
守
り
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
制
を
強
化
す
る
。
更
に
、
地
域
に
密
着
し
た
保
育
の
実
施
、
保
護
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
や
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
な
ど
、
子
育
て
支
援
事
業
に

よ
り
、
地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
る
。

　

生
き
が
い
対
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
持
つ
知
識
、
経
験
、
技
能
等
が
有
効
に
発
揮
で

き
る
機
会
を
創
出
し
、
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
に
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

・
地
域
医
療
の
確
保
と
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実

・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
活
動
の
強
化

・
障
害
者
の
自
立
支
援
と
社
会
参
加
の
促
進

・
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等
、
地
域
見
守
り
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
強
化

・
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
と
子
育
て
支
援
の
充
実

・
生
き
が
い
対
策
の
推
進

・
町
民
健
康
増
進
施
設
等
整
備
構
想
の
検
討

防
災
対
策
、
環
境
整
備
に
よ
る
安
全
安
心
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

近
い
将
来
に
お
い
て
、
南
海
地
震
な
ど
の
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
で
、
住
み

よ
さ
と
安
心
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
の
策
定
、
自
助
・
近
助
・
共
助
・
公

助
の
連
携
、
総
合
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
と
要
援
護
者
な
ど
の
避
難
誘
導
対
策
、
防
災
士
の

育
成
と
自
主
防
災
組
織
の
強
化
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
協
定
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

孤
立
地
域
の
救
助
対
策
と
し
て
の
災
害
・
救
急
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
や
が
け
崩
れ
防
災
対
策
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平成25年度町政の基本方針と重点施策
事
業
、
治
山
・
治
水
事
業
の
計
画
的
整
備
、
教
育
施
設
ほ
か
、
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
、

住
宅
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
地
域
交
通
体
系
の
見
直
し
と
改
革
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
道
・
県
道
・
主
要

町
道
等
の
未
改
良
区
間
の
整
備
、
老
朽
区
間
の
補
修
を
促
進
す
る
。

　

更
に
町
内
適
地
水
源
利
用
に
よ
る
小
型
水
力
発
電
施
設
や
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
風
力

等
発
電
の
研
究
、
導
入
な
ど
総
合
的
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
。

・
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
自
治
体
業
務
継
続
）
計
画
の
策
定

・
自
助
、
近
助
、
共
助
、
公
助
の
連
携
、
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
と
防
災
士
の
育
成

・
要
援
護
者
等
の
安
全
確
保
と
避
難
対
策

・
災
害
、
救
急
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置

・
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
、
治
山
・
治
水
事
業
の
計
画
的
推
進

・
利
用
実
績
と
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
形
態
の
見
直
し

・
交
通
安
全
対
策
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り　

・
国
道
、
県
道
、
主
要
町
道
等
の
未
改
良
区
間
の
整
備
促
進

・
町
道
の
路
面
性
状
調
査
と
舗
装
修
繕
計
画
の
策
定

・
教
育
施
設
ほ
か
公
共
施
設
、
住
宅
の
耐
震
化
事
業
の
推
進

・
防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
機
能
の
検
討

・
総
合
的
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

地
域
に
根
差
し
た
心
豊
か
な
教
育
と
歴
史
文
化
の
創
造

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
は
、
自
然
と
と
も
に
学
び
遊
べ
る
環

境
づ
く
り
と
地
域
活
動
へ
の
参
加
機
会
の
拡
充
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
住
民
の
連
携
協
力

体
制
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
自
然
に
感
謝
し
自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
「
人
心
緑
化
」

精
神
と
人
権
尊
重
を
教
育
の
基
本
理
念
と
し
て
位
置
付
け
、
生
き
る
力
を
育
む
た
く
ま
し
い

森
の
国
教
育
を
実
践
す
る
。
特
に
、
小
中
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
や
国
際
理
解
教
育
の

充
実
と
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
今
な
お
残
る
差
別
の
現
実
を
踏
ま
え
、

全
町
民
の
重
要
課
題
と
し
て
広
が
り
や
深
ま
り
の
あ
る
人
権
・
同
和
教
育
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
が
安
全
に
楽
し
く
学
ぶ
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
松
野
中
学
校
木
造
校

舎
建
設
事
業
の
早
期
完
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
体
育
館
の
耐
震
化
、
老
朽
化
が
見
ら
れ

る
施
設
の
改
修
を
実
施
す
る
。

　

更
に
、
河
後
森
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る
「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
有
す
る
豊
か
な
自
然
景
観

と
薫
り
高
い
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
・
活
用
に
努
め
る
。

　

社
会
教
育
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
活
動
の
充
実
や
女
性
グ
ル
ー
プ
の

育
成
、
子
育
て
学
習
活
動
、
世
代
間
交
流
に
よ
る
学
習
活
動
を
通
し
て
「
人
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
。

・
生
き
る
力
を
育
む
た
く
ま
し
い
森
の
国
教
育
の
実
践

・
小
中
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
、
国
際
理
解
教
育
の
推
進

・
小
中
学
校
教
育
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
導
入

・
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進

・
中
学
校
木
造
校
舎
建
設
事
業
及
び
体
育
館
耐
震
補
強
事
業
の
推
進

・
歴
史
文
化
遺
産
、
地
域
景
観
の
保
全
活
用

・
女
性
グ
ル
ー
プ
等
の
育
成
、
生
活
文
化
、
子
育
て
学
習
活
動
の
推
進

・
公
民
館
活
動
の
活
性
化

変
革
の
時
代
に
対
応
し
た
行
財
政
基
盤
づ
く
り

　

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や
長
引
く
経
済
不
況
、
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
、
町
政
を
取
り
巻

く
社
会
経
済
並
び
に
財
政
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
徹
底
し
た
自
己
改
革
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税
や
譲
与
税
等
に
依
存
し
、
こ
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ

や
す
い
体
質
で
あ
り
、
三
位
一
体
改
革
後
は
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、
一
時
の
危
機
的
状
況
と
比
べ
る
と
財
政

基
盤
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
応
し
た
組
織
機
構
の
検
討
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
や

人
材
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、「
選
択
と
集
中
」、「
重
点
化
と
計
画
的
・
効
率
的
」
な
行

財
政
運
営
を
展
開
す
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
自
治
機
能
強
化
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
各
地
域
で
自
ら

が
策
定
し
て
い
る
地
域
計
画
の
実
践
と
地
域
資
源
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
を
中
心
に
、
施
策
の
検
討
、
町
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
集
約
な
ど
民
間
活
力
の
活
用
に

努
め
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
地
域
の
一
体
的
か
つ
自
立
的
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を

支
援
す
る
。

　

更
に
、
町
民
の
理
解
と
信
頼
を
高
め
る
た
め
、
計
画
的
な
職
員
研
修
へ
の
参
加
に
よ
り
自

己
啓
発
を
強
化
す
る
な
ど
、
役
場
職
員
の
資
質
、
問
題
意
識
と
危
機
管
理
能
力
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
現
場
主
義
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
実
行
力
あ
る
町
民
満
足
度
の
高
い
役
場
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

・
行
財
政
改
革
と
成
果
重
視
の
健
全
な
財
政
基
盤
づ
く
り

・
県
と
の
連
携
に
よ
る
収
納
体
制
の
強
化
拡
充

・
事
業
の
選
択
と
集
中
、
重
点
化
と
効
率
的
、
計
画
的
推
進

・
グ
ル
ー
プ
制
の
検
証
と
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
応
し
た
組
織
機
構
の
検
討

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
、
有
識
者
会
議
、
民
間
活
力
の
活
用

・
現
場
主
義
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
実
行
力
あ
る
町
民
満
足
度
の
高
い
役
場
の
実
現

・
支
所
機
能
の
あ
り
方
検
討
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平成25年度当初予算の概要

平成25年度当初予算の概要
　平成25年度の一般会計当初予算は、農林業の振興や、自然エネルギー活用プロジェクト、観光ＰＲ・交流促
進事業及び防災・減災事業の推進など、町が抱える懸案事項への対処と地域活性化を主眼として編成した結果、
29億6,600万円となり、前年度比では、松野中学校建設事業費の減などにより、９億1,400万円、23.6％減となっ
たところである。
　歳入の自主財源では、町税が年少扶養控除の廃止に伴う町民税個人所得割の増や、コンビニの開店に伴うた
ばこ売上本数の増によるたばこ税の増などにより、前年度比1.9％増の２億5,084万９千円、分担金及び負担金
は、携帯電話等エリア整備事業の完了による事業者分担金の減により18.4％減の2,698万円、使用料及び手数
料は、住宅使用料の減により2.0％減の3,819万円、財産収入は、養魚場に係る生産物売払収入の増などにより
13.6％増の498万５千円、繰入金は、24年度では、宇和島地区広域事務組合汚泥再生処理センターの用地取得
費に係る一般財源分5,000万円を財政調整基金より繰り入れることとしていたが、25年度においては、最終の
財源調整の結果、財政調整基金の取崩しが不要となったことから、95.3％減の244万２千円、諸収入は市町振
興協会交付金などの増により15.9％増の3,293万円、繰越金は最終の財源調整の結果、１千円の存置計上となり、
これら自主財源の総額は前年度比6,288万５千円減の３億5,692万８千円で、歳入構成比は12.1%となっている。
　依存財源では、地方譲与税及び利子割交付金等の各種交付金（２款～８款、10款）は、前年度決算見込ベー
スに地方財政計画の伸び率等を反映させ、合計では前年度比440万円、5.3％の減としている。主要財源である
地方交付税は、国全体では17兆624億円で、前年度比3,921億円、2.2％減となっており、本町の交付見込額は、
国家公務員の給与削減に準じた地方公務員給与費の減や町債の償還額減少に伴う公債費算入額の減のほか、新
たに追加される緊急防災・減災事業費及び地域の元気づくり事業費の増を考慮した結果、平成24年度決算見込
額に比べ3,700万円、2.3％減の16億5,200万円程度と推計している。この内、当初予算では、すべての財源調整後、
16億1,000万円を計上したことから、年度途中の補正財源としては約4,200万円を保留している状況である。
　国庫支出金は、事業完了に伴う携帯電話等エリア整備事業費補助金と松野中学校建設事業に係る学校施設環
境改善交付金の減により、前年度比54.9％減の１億9,315万９千円、県支出金は、国庫支出金と同様の事業完
了に伴う減などにより、7.9％減の１億9,791万４千円となっている。
　町債は、中学校体育館の耐震補強事業に係る緊急防災・減災事業債を1,780万円新規計上しているが、過疎
対策事業債は、松野中学校建設事業費の減により前年度比５億3,840万円の減、辺地対策事業債は、携帯電話
等エリア整備事業の完了により2,520万円の減、臨時財政対策債は、国の地方債計画の伸び率を反映して、1,056
万６千円の減としており、全体では、51.2％減の５億2,859万８千円の発行を見込んでいる。
　歳出では、義務的経費のうち人件費は、職員数の増などにより、前年度比4.9％増の５億8,047万７千円、公
債費は、新規地方債の発行抑制策により、前年度比4.0％減の４億5,005万７千円となっている。
　普通建設事業などの投資的経費の主なものは、小水力発電モデル事業のほか、有害獣解体処理施設整備事業、
育苗施設栽培管理システム改修事業、中山間総合整備事業、虹の森公園改修事業、道路新設改良事業、がけ崩
れ防災対策事業、ヘリポート整備事業、中学校体育館耐震補強事業などで、前年度比55.8％減の６億2,132万２
千円となっており、中学校建設事業や携帯電話エリア等整備事業の完了などにより、大幅な減額となっている。
　このほかの政策的経費は、重点施策に基づいてソフト事業を中心に編成しており、高齢者緊急通報事業の拡
充ほか、有害鳥獣駆除対策、造林・間伐事業の強化、特産品販売促進事業及び観光ＰＲ・交流促進事業の更な
る推進、町道の路面性状調査と舗装修繕計画の策定、小学校への学校生活支援員の設置と小中学校教育用パソ
コンの更新による教育環境の向上、中学校校舎落成式典の開催、町内遺跡発掘調査並びに文化的景観の調査な
ど、国県補助金や過疎対策事業債のソフト事業分を有効に活用しながら実施することとしている。
　また、特別会計６会計の当初予算規模は17億5,850万円で、前年度比150万円、0.1％の減となり、一般会計
を合わせた全会計の当初予算規模は47億2,450万円、前年度比９億1,550万円、16.2％減となっている。
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平成25年度当初予算の概要

一般会計　29億6,600万円 特別会計　17億5,850万円

歳　出

歳　入

公債費

450,057

（15.2％）

民生費

720,177

（24.3％）教育費

262,322

（8.8％）

総務費

575,432

（19.4％）

　農林水産業費
　246,513
（8.3％）

商工費　256,920（8.7％）

消防費　20,173（0.7％）

衛生費　152,468（5.1％）

議会費　33,450（1.1％） その他　7,004（0.2％）

歳　出

2,966,000

単位：千円

土木費
226,805（7.7％）

労働費　14,679（0.5％）

地方交付税

1,610,000

（54.3％）

町　債
528,598
（17.8％）

県支出金
197,914（6.7％）

町　税
250,849
（8.5％）

国庫支出金
193,159（6.5％）

諸収入　32,930（1.1％）

使用料及び手数料
38,190（1.3％）

地方譲与税
38,000（1.3％）

分担金及び負担金　26,980（0.9％）

地方消費税交付金　30,000（1.0％）

地方特例交付金　600（0.0％）

その他　9,779（0.3％）

自動車取得税交付金　9,001（0.3％）

歳　入

2,966,000

単位：千円

平成25年度
全 会 計 一 覧
会 計 名 当初予算額

一 般 会 計
千円

2,966,000

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 637,000

中央診療所特別会計 283,000

簡易水道特別会計 88,000

住 宅 新 築 資 金 等
貸付事業特別会計 10,000

介護保険特別会計 678,000

後 期 高 齢 者 医 療
保険事業特別会計 62,500

特 別 会 計 小 計 1,758,500

一般会計・特別会計
合　　計 4,724,500

一般会計歳出〔投資的経費の主なもの〕
単位：千円

◆総務費 ◆土木費

庁用自動車購入費（２台） 5,620 道 路 維 持 事 業 費 39,434

町 有 林 保 育 管 理 委 託 料 1,077 道 路 新 設 改 良 事 業 費 104,805

小 水 力発電モデル事業費 44,290 県 土 木建設事業費負担金 9,015

◆衛生費 がけ崩れ防災対策事業費 35,626

小型合併処理浄化槽設置費補助金 4,080 住 宅 改 修 事 業 費 10,485

住宅用太陽光発電システム設置費補助金 1,920 公 有 財 産 購 入 費 600

◆農林水産業費 木造耐震改修事業費補助金 4,200

有害獣解体処理施設整備事業費 38,472 ◆消防費

鳥獣害防止広域対策事業費補助金 1,255 ヘ リ ポ ー ト 整 備 事 業 費 2,214

育苗栽培システム改修事業費 15,558 小 型 動 力 ポ ン プ 購 入 費 1,838

乗 用 田 植 機 購 入 費 2,550 ◆教育費

中山間地域総合整備事業費負担金 15,000 東小学校プールろ過装置改修事業費 7,140

南予産木造住宅建設促進事業補助金 2,000 西小学校図書室エアコン整備事業費 1,260

広 域 基幹林道整備事業費 16,442 中学校体育館耐震補強事業費 29,348

◆商工費 史跡河後森城跡環境整備事業費 22,602

虹 の 森 公 園 改 修 事 業 費 182,715

虹の森公園トラック購入費 1,500



6

報告　松野町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等の報告について
鬼北土地開発公社に関する報告について

発議　松野町議会委員会条例の一部を改正する条例について
松野町議会会議規則の一部を改正する規則について
　▼原案どおり可決されました。

議案　 国有林野の有する公益的機能の維持増進を図るための国有林野の管理経営に関する法律等の
一部を改正する等の法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について
松野町企業誘致促進条例について
松野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例について
松野町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例
について
松野町営住宅等の整備基準を定める条例について
松野町町道の道路構造の技術的基準を定める条例について
松野町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例について
松野町準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例について
松野町水道法施行条例について
松野町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について
松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
松野町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について
松野町障害者自立支援審査会の委員の定数を定める条例の一部を改正する条例について
松野町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について
松野町小集落改良住宅管理条例の一部を改正する条例について
松野町過疎地域自立促進計画の変更について
平成25年度松野町一般会計予算
平成25年度松野町国民健康保険特別会計予算
平成25年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計予算
平成25年度松野町簡易水道特別会計予算
平成25年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成25年度松野町介護保険特別会計予算
平成25年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計予算
平成24年度松野町一般会計補正予算（第６号）
平成24年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成24年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第１号）
平成24年度松野町介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成24年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）
松野町移動等円滑化のために必要な町道の構造に関する基準を定める条例について
松野町税条例の一部を改正する条例について
過疎地域における固定資産税の特例措置に関する条例の一部を改正する条例について
　▼原案どおり可決されました。

同意　松野町監査委員の選任につき同意を求めることについて
　▼村尾重利氏が選任されることに同意されました。

諮問　松野町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　▼池本伸氏が推薦されることに同意されました。

平成25年第１回　松野町議会定例会

土
居
　
一
誠 

議
員

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
松
野
町
民
の
幸
せ
づ
く
り
の
た
め
、
総

合
的
な
基
盤
整
備
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
。

（
基
本
構
想
、
高
齢
者
福
祉
計
画
、
介
護
保
険
事
業
計
画
、
国
民

健
康
保
険
制
度
）

問 

人
口
構
造
の
現
状
と
将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

国
全
体
で
は
、少
子
高
齢
化
が
進
み
、胴
上
げ
型
か
ら
騎
馬
戦
型
、

肩
車
型
へ
と
若
い
人
達
へ
重
圧
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
が
、
本

町
の
現
状
と
５
年
後
、
10
年
後
、
20
年
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

ど
う
分
析
さ
れ
て
い
る
か
。

町 

国
勢
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和
30
年
の
町
村
合
併
時
に
、

９
，
６
０
５
人
を
数
え
た
人
口
は
、
高
度
成
長
に
伴
う
都
市
部

へ
の
人
口
流
出
に
よ
り
、
昭
和
40
年
に
７
，
０
３
８
人
、
昭
和

50
年
に
５
，
８
２
２
人
と
、
そ
れ
ぞ
れ
10
年
間
で
約
20
％
も
減

少
し
ま
し
た
。
そ
の
後
減
少
率
は
緩
や
か
に
な
っ
た
も
の
の
過

疎
化
は
依
然
進
行
し
、
平
成
７
年
に
５
，
０
３
８
人
、
平
成
17

年
に
４
，
６
９
０
人
、
平
成
22
年
に
は
４
，
３
７
７
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
率
は
37
％
を
超
え
て
お
り
、
今
後

は
人
口
減
少
と
年
齢
階
層
の
偏
向
が
一
段
と
進
む
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
27
年
は
、
４
，
１

６
０
人
と
予
測
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
見
通
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
相
当
困
難
な
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
あ
え
て
予
測
数
値
を
申
し
上
げ
て
み
ま
す
と
、

５
年
後
に
は
、
４
，
０
０
０
人
程
度
、
10
年
後
に
は
、
３
，
５

０
０
人
前
後
で
20
年
後
に
は
、
３
，
０
０
０
人
程
度
で
推
移
す

る
の
で
は
と
分
析
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
構
成
比
に
つ
き
ま
し
て
は
、
5
年
後
に
は
、
生

産
年
齢
人
口
と
老
年
人
口
が
、
同
率
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

予
測
致
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
年
少
人
口
は
、
減
少
の
傾
向

で
あ
り
ま
す
。

　

将
来
の
予
測
が
大
変
困
難
な
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
最
悪
の
事
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
人
口
流
出
を
食

い
止
め
る
施
策
、
逆
に
人
口
を
増
や
せ
る
よ
う
な
施
策
を
展
開

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
25
年
第
１
回

松
野
町
議
会
定
例
会

一
般
質
問
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25
年
度
以
降
の
医
療
確
保
の
見
通
し
は
ど
う
か
。
在
宅
医
療

へ
の
基
本
的
な
理
念
を
伺
い
た
い
。
病
院
（
診
療
所
）
と
在
宅
、

小
さ
い
町
な
ら
の
可
能
性
を
追
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の

た
め
に
は
、
医
師
３
人
体
制
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
見
通
し
は

ど
う
か
。

町 

医
師
不
足
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
承
知
の
と
お
り
、
全
国

的
に
医
師
不
足
で
あ
り
、
医
師
法
及
び
関
連
法
令
の
改
正
に
よ

る
臨
床
医
研
修
で
病
床
数
に
応
じ
て
研
修
医
受
け
入
れ
人
数
に

制
限
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

大
学
附
属
病
院
の
診
療
を
下
支
え
し
て
き
た
研
修
医
が
減
員
と

な
る
こ
と
か
ら
、
各
大
学
が
派
遣
し
て
い
た
医
師
の
引
き
上
げ

を
行
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
平
成
16
年
度
か
ら
は
、
県
よ
り
配
置
の
医

師
の
１
名
減
に
よ
り
、
常
勤
医
師
２
人
体
制
で
、
１
日
１
０
０
人

余
り
の
外
来
患
者
、
学
校
医
、
嘱
託
医
、
協
力
医
な
ど
、
19
床
の

入
院
施
設
、
３
つ
の
出
張
診
療
所
の
ほ
か
、
在
宅
医
療
、
宅
直
医
、

産
業
医
、
本
町
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連
携
に
よ
る
地
域
医
療

に
つ
い
て
、
情
熱
を
持
っ
て
、
町
民
の
命
と
健
康
、
安
心
の
確
保

の
た
め
に
、
ま
さ
に
超
人
的
に
ご
奔
走
さ
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
あ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
常
勤
医
師
の
研
修
の
代
診
に
つ
い
て
は
、
県
立
中
央
病

院
や
西
予
市
立
宇
和
病
院
か
ら
の
派
遣
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
週
1
日
の
当
町
出
身
で
松
山
在
住
の
先
生

の
協
力
を
得
て
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
中
々
厳
し
い
勤
務

状
況
が
続
い
て
い
る
状
況
に
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

本
来
は
３
人
体
制
が
必
要
で
あ
る
事
は
、
申
す
ま
で
も
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
最
低
で
も
現
２
人
体
制
の
堅
持
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

　

県
派
遣
の
現
在
の
２
人
の
医
師
に
つ
い
て
も
、
平
成
24
年
度

の
派
遣
要
望
の
際
に
、「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
」
と
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
厳
し
い
見
解
を
示
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
医
師
の
招
致
を
町
政
の
最
重
要
課
題
と
捉
え
て
、

愛
媛
県
に
対
し
て
も
継
続
し
た
支
援
と
協
力
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
医
師
関
係
団
体
等
へ
の
依
頼
並
び
に
求
人
申
込
登
録
、

愛
媛
大
学
医
学
部
へ
の
医
師
派
遣
要
望
、
過
疎
の
地
域
事
情
を

共
有
す
る
県
内
自
治
体
へ
の
情
報
提
供
依
頼
、
近
隣
市
町
に
お

け
る
第
二
次
・
第
三
次
医
療
機
関
へ
の
協
力
依
頼
、
県
外
の
医

療
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
依
頼
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
サ
イ

ト
の
活
用
等
、
理
事
者
・
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
松
野
町
に

定
着
し
て
い
た
だ
く
医
師
確
保
の
た
め
に
、
１
２
０
回
に
亘
る

陳
情
や
要
望
等
の
手
段
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
内
医
師
１
名
、
県
外
医
師
１
名
の
面
接
や
、
数

人
の
医
師
へ
の
個
人
的
な
情
報
等
の
提
供
を
行
っ
た
訳
で
あ
り

ま
す
が
、採
用
に
は
至
ら
ず
、厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
県
の
格
別
の
ご
高
配
に
よ

り
平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、
先
日
、
引
き
続
き
２
人
体
制
の

医
師
配
置
を
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
平
成
26
年
度
・
27
年
度
に
お
い
て
は
、
一
層
厳
し
い

状
況
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
医
師
確
保
に
つ
い
て
は

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実
の
た
め
に
は
、
診
療
所

の
果
た
す
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
隣
の
総
合
病
院
に
対
す
る
中
間
医
療
機
関
と
し
て
在
宅
ケ

ア
を
支
え
る
後
方
診
療
所
、
慢
性
期
疾
患
の
短
期
入
院
等
の
役

割
、
町
内
の
介
護
保
険
施
設
・
障
害
者
福
祉
施
設
か
ら
の
入
院

対
応
の
た
め
に
も
、
そ
の
存
続
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

診
療
所
の
役
割
や
ご
指
摘
の
退
院
後
の
在
宅
医
療
に
つ
い
て

も
、
今
後
十
分
に
対
象
者
の
状
況
等
を
把
握
し
な
が
ら
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
在
宅
医
療
と
在
宅
福
祉
は
切
り
離
せ

な
い
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

在
宅
に
お
い
て
の
訪
問
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
対
象
者
に
係
る
直
近
の
デ
ー
タ
で
は
、
実
施

は
近
隣
の
医
療
機
関
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
月
9
件
で
、
当
初

は
３
医
療
機
関
が
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
対
象
者
の
減
等

に
よ
り
現
在
は
１
医
療
機
関
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
診
療
所
が
実
施
し
て
い
る
在
宅
総
合
診
療
に
お

い
て
は
、
月
15
件
程
度
の
実
績
で
あ
り
、
医
師
の
協
力
・
理
解

の
も
と
、
今
後
の
対
象
者
の
状
況
を
見
守
り
な
が
ら
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
高
齢
者
や
障
害
者
問
題
に
つ
い
て
も
、
本
人
の
抱

え
る
生
活
支
障
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
囲
の
状
況
か
ら
起
因

す
る
生
活
支
障
が
複
雑
に
か
か
わ
っ
た
多
重
問
題
を
抱
え
る
困

難
事
例
が
増
加
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
機
関
に
地
域
も

含
め
て
協
働
で
対
処
し
て
お
り
ま
し
て
、
連
携
調
整
を
行
う
上

で
も
、
特
に
医
師
の
助
言
指
導
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
介
護
保
険
事
業
、
障
害
者
施
策
等
に
お
い
て
も
、

医
師
の
指
示
や
判
断
、
助
言
等
無
く
し
て
は
推
進
出
来
な
い
状

況
で
あ
り
、
常
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

中
央
診
療
所
が
、
地
域
医
療
の
中
核
と
し
て
、
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
さ
ら
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
各
福
祉
施
設
と
の
濃
密
な
連
携
を
深
化
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

松
野
町
に
定
着
し
て
い
た
だ
く
医
師
の
確
保
が
、
安
定
的
な
医

療
体
制
の
堅
持
に
は
欠
か
す
事
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、
県
の

ご
指
導
を
受
け
て
進
め
る
事
は
勿
論
の
こ
と
、
行
政
と
と
も
に
住

民
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
医
療
を
考
え
、
最
大
限
の
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
言
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

医
師
不
足
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
国
に
お
い
て
も
、
医

学
部
の
定
員
を
増
員
す
る
措
置
を
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
医
学
部
医
学
科
の
定
員
が
７
，
６
２
５
人
、

平
成
20
年
度
７
，
７
９
３
人
、
21
年
度
８
，
４
８
６
人
、
平
成

25
年
度
に
は
９
，
０
４
１
人
と
な
り
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
１
，

４
１
６
人
の
大
幅
増
員
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
増
員
し
た
分
が
、
平
成
25
年
度
末
に
卒
業
と

な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

卒
後
2
年
間
の
臨
床
研
修
を
終
え
た
後
に
、
大
学
や
医
療
機

関
等
へ
の
従
事
す
る
事
に
な
り
、
全
体
の
医
師
数
は
増
加
す
る

事
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
県
か
ら
も
、
医
師
派
遣
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
・
26
年
度
が
ピ
ー
ク
で
厳
し
い
状
況
と
お
伺
い
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
状
で
は
３
人
体
制
の
見
通
し
は
、
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
松
野
町
の
地
域
医
療
に
従
事
し
て
も
ら
え
る
に
は
、
働

き
が
い
が
あ
り
、
魅
力
が
あ
る
職
場
に
な
る
た
め
に
一
層
の
努

力
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
待
遇
面
や
施
設
面
だ
け
で
な
く
、

行
政
や
住
民
の
皆
さ
ま
の
医
師
に
対
す
る
配
慮
や
「
思
い
」
な

ど
も
欠
か
せ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
全
体
で
、
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が

健
康
に
暮
ら
し
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」「
早
期
発
見
・

早
期
治
療
」
に
繋
げ
る
た
め
に
も
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

問 

国
は
、
施
設
か
ら
在
宅
へ
誘
導
を
図
っ
て
い
る
が
、
医
療
と

同
様
、
在
宅
福
祉
に
対
す
る
所
見
を
伺
い
た
い
。

町 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
の
介
護
力
の
減
少
を

鑑
み
国
民
の
共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、
利
用
し
や
す
く
効
率

的
な
社
会
支
援
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
、
合
わ
せ

て
、
高
齢
者
の
尊
厳
を
支
え
る
ケ
ア
の
確
立
を
掲
げ
て
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
「
高
齢
化
の
速
さ
」
に
注
目
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

団
塊
の
世
代
が
高
齢
者
と
な
っ
て
く
る
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

を
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
見
据
え
た
と
き
に
「
高
齢

者
人
口
の
多
さ
」
も
課
題
に
加
わ
っ
て
く
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

国
で
は
高
齢
者
の
住
ま
い
に
関
す
る
施
策
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
は
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
が
つ
く
ら
れ
、
在
宅
へ
の
方
向
付
け
が
加
速
さ
れ
る
中
で
、

国
は
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
抑
制
の
方
向
か
ら
整
備
の
緩
和
へ

シ
フ
ト
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
在
宅
福
祉
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

社
会
福
祉
施
設
の
絶
対
量
が
相
関
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

各
保
健
福
祉
圏
域
に
必
ず
整
備
さ
れ
る
べ
き
施
設
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
持
ち
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る

社
会
福
祉
施
設
の
存
在
は
、
在
宅
福
祉
の
充
実
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
法
は
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
こ
と
を
宣
伝
し
て
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き
ま
し
た
が
、
施
設
に
つ
い
て
い
え
ば
、
入
所
待
ち
者
は
数
知

れ
ず
、
全
国
で
の
実
態
把
握
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
状
態

と
言
わ
れ
て
お
り
、
選
択
で
き
る
だ
け
の
量
が
つ
く
ら
れ
て
い

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
や
、
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
オ
－

プ
ン
な
施
設
づ
く
り
を
進
め
、
家
族
が
介
護
に
参
加
で
き
る
仕

組
み
の
導
入
な
ど
、
社
会
的
な
支
援
の
手
段
と
し
て
施
設
に
お

け
る
援
助
も
十
分
配
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
憂
う
る
べ
き
は
単
身
の
超
高
齢
者
の
増
大
で
あ
り
、

在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
な
が
ら
生
活
が
で
き
る
う
ち
は
い
い

が
、
終
末
期
や
高
齢
期
に
近
く
に
身
内
が
い
な
い
場
合
、
ど
の

よ
う
に
し
て
在
宅
で
支
援
し
切
れ
る
の
か
検
討
が
必
須
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

　

松
野
町
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
・（
要
支
援
）

認
定
者
数
が
２
月
末
現
在
で
３
９
０
名
余
り
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
、
施
設
・
居
住
系
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
61
名
、
在
宅

で
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
２
８
０
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
へ
の
入
所
申
込
者
い
わ
ゆ
る
待
機
者
に
つ
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
自
己
決
定
に
よ
る
自
由
契
約
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
個
人
情
報
保
護
法
等
か
ら
そ
の
正
確
な
人
数
の
把

握
は
困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
50
名
程
度
で
は
な
い
か
と
見
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
第
５
期
の
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
国
の
基
本
指
針
で
あ
る
認

知
症
支
援
策
の
充
実
を
受
け
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
所
、
い
わ
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
位
置
付
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
内
の
限
ら
れ
た
社
会
資
源
の
中
で
い

か
に
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
を
離
れ
ず
に
暮
ら
し
て
い
け
る
か
、

現
状
に
お
け
る
町
民
ニ
ー
ズ
や
今
後
の
動
向
を
見
据
え
て
ど
の

よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
を
、
十
分
検
討
し
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問 

施
設
は
恒
常
的
に
満
杯
の
状
態
で
、
１
施
設
あ
た
り
１
５
０

人
か
ら
２
０
０
人
の
待
機
者
が
い
る
と
の
こ
と
。
今
後
、
広
域

組
合
で
の
新
設
、
増
築
の
計
画
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
民
間
の

動
き
は
ど
う
か
。

町 

現
段
階
で
は
、
今
後
に
お
け
る
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

で
の
施
設
の
新
設
、
増
築
の
計
画
は
な
い
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

民
間
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
８
月
に
宇
和
島
市
が
「
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
設
置
、運
営
す
る
事
業
者
を
公
募
、選
定
し
て
お
り
ま
し
て
、

平
成
26
年
度
中
に
は
介
護
保
険
法
上
の
指
定
を
受
け
、
定
員
80

名
の
事
業
所
が
開
設
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

問 

施
設
の
経
営
に
つ
い
て
、
公
設
民
営
、
民
設
民
営
の
時
代
と

考
え
る
が
、
宇
広
域
の
考
え
方
、
具
体
的
な
動
き
は
な
い
か
。

町 

公
設
民
営
、
民
設
民
営
の
時
代
と
い
わ
れ
る
中
で
、
広
域
議

会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
特
に
具
体
的
な
動
き

は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
の
施
設
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
状
の
把
握
や
資
料
等
を
収
集
の
う
え
検
討
を
さ
れ
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。

問 

松
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
充
実
強
化
を
図
り
、
訪
問
介

護
を
中
心
と
し
た
在
宅
福
祉
の
中
核
機
関
と
し
て
、
民
間
施
設

と
競
争
の
で
き
る
よ
う
、
一
層
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

公
設
民
営
化
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
指
導
、
支
援
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。

町 

単
身
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
、
高
齢
者
単
身
世
帯
、
一
人
親
世

帯
の
増
加
に
伴
い
、
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
行
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
は
当
町
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
も
地
域
住
民
の
生
活
課
題
は
増
大
し
、
ま
た
複
雑
多
岐
に

わ
た
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
愛
媛
県
の
指
定
を
受
け
、
事
業

実
施
し
て
い
る
介
護
保
険
事
業
は
、
も
と
も
と
措
置
と
し
て
実

施
し
て
い
た
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
平
成
12
年
の
介
護
保
険
制

度
創
設
に
伴
い
、
利
用
者
選
択
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
展
開

発
展
さ
せ
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
言
え
ど
も
、
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て

は
、
指
定
事
業
所
と
し
て
市
場
原
理
の
も
と
で
、
他
の
事
業
所

と
競
合
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
を
も
っ
て
お

り
ま
す
。

　

措
置
か
ら
契
約
に
移
行
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
希
望
に
よ

り
選
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
、
よ
り
高
い
質
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
介
護
保
険
法
の
根
拠
の
も

と
に
実
施
さ
れ
る
事
業
と
い
う
こ
と
か
ら
も
自
立
支
援
の
理
念

の
下
に
法
令
遵
守
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
ニ
ー
ズ
を
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
、
支
援
で
き
る
も
の
と

で
き
な
い
も
の
に
整
理
し
、
で
き
な
い
事
柄
に
関
し
て
は
、
地
域

福
祉
部
門
に
お
い
て
、
生
活
困
窮
や
孤
立
な
ど
、
地
域
の
様
々
な

生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
目
的
を
同
じ
く
持
つ
、
他
の
さ

ま
ざ
ま
な
部
門
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
民
生
・
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
施
設
や
関
係
団
体
な
ど
社
会
福
祉
関
係
、
ま
た
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
保
健
・
医
療
部
門
と
の
連
携
を
図
り
、
課

題
解
決
の
た
め
の
方
向
性
を
見
出
し
て
い
く
と
い
う
連
続
性
あ
る

内
部
連
携
を
行
う
こ
と
が
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
念
・
使
命
に
通

じ
、
ま
た
、
そ
れ
は
地
域
住
民
か
ら
真
に
必
要
と
さ
れ
る
質
の
高

い
在
宅
介
護
事
業
所
と
し
て
、
住
み
慣
れ
た
家
で
、
地
域
で
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
、
そ
う
い
う
在
宅
福
祉
の
中
核
機
関
を
担
え

る
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
機
能
し
て
い
け
る
よ
う
指
導
、
支
援

を
行
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
中
に
も
組
織
運
営
を
協
議
・
決

定
す
る
機
関
で
あ
る
理
事
会
等
に
お
い
て
も
十
分
協
議
さ
れ
、

今
よ
り
更
に
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
の
社
会
福
祉
事
業
を

け
ん
引
す
る
力
強
い
組
織
に
な
っ
て
頂
く
事
を
ご
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

問 

福
祉
に
関
係
す
る
町
の
窓
口
は
、
町
民
課
、
保
健
福
祉
課
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
と
分
散
し
て
お
り
、
町
民

の
利
便
性
に
答
え
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
、
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
重
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
十
分
か
。

町 

今
日
、
福
祉
を
取
り
巻
く
諸
問
題
は
、
疾
病
や
障
害
、
環
境

や
経
済
面
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
問
題
が
複
雑
に
関
係
し
あ
う

多
重
問
題
を
抱
え
る
事
案
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
は
行
政
の

一
部
門
や
一
担
当
で
解
決
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
民
課
が
所
管
・
担
当
し
て
お
り
ま
す
福
祉
関
連
業
務
と

し
ま
し
て
は
、
社
会
福
祉
関
係
で
社
会
福
祉
総
務
、
国
民
年
金
、
人

権
同
和
対
策
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
児
童
福
祉
関
係
で
母
子
福

祉
、
保
育
所
を
受
け
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課
で
は
、
社
会
福
祉
関
係
で
、
老
人
福
祉
、
障
害

者
福
祉
、
高
齢
者
共
同
住
宅
に
加
え
て
介
護
保
険
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
、
社
会
福
祉

法
人
と
し
て
の
一
般
福
祉
業
務
に
加
え
て
、
市
場
原
理
に
基
づ

い
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
指
定
事
業
者
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
組
織
機
構
改
革
の
中
で
検
討
さ
れ
、
当
初
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
衛
生
部
門
だ
け
で
あ
り
ま
し
た
が
、
保

健
衛
生
や
診
療
所
と
重
要
な
連
携
を
要
す
る
と
い
う
事
で
、
介

護
保
険
業
務
が
新
設
、
障
害
者
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
業
務
が
移

管
さ
れ
、
広
域
施
設
の
古
城
園
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
前
身
で
あ
り
ま
す
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
が
移
管
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

同
一
敷
地
内
に
、
福
祉
業
務
と
保
健
衛
生
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
中
央
診
療
所
が
集
約
し
て
業
務
が
推
進
出
来
れ
ば
、
申
し
分

な
い
と
お
も
い
ま
す
が
、
今
ま
で
幾
度
と
な
く
検
討
さ
れ
て
き
た
結

果
、
現
在
の
配
置
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
利
便
性
に
答
え
、
ニ
ー
ズ
に
充
分
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
よ
り
具
体
的
で
効
果
的
な
問
題
解
決
へ
の
対
応

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
住
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
相
談
に
は
、
最
初
に
窓
口
と
な
っ
た
部
署
が
問
題
の
内
容
・

状
況
を
第
一
次
的
に
整
理
、
適
切
な
部
署
に
つ
な
い
だ
り
、
協

働
す
る
な
ど
の
連
携
体
制
を
と
り
な
が
ら
問
題
解
決
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

問
題
の
多
様
性
か
ら
も
連
携
は
、
福
祉
部
門
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
保
健
・
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
部
門
・
関
係
機

関
で
実
働
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・
強
化
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
問
題
発
生
時
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
業
務
を

通
じ
て
の
連
携
、
ま
た
、
一
事
例
一
事
例
に
お
け
る
丁
寧
な
か

か
わ
り
と
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
推
進
し
、
住
民
の
皆
様
が

つ
つ
が
な
く
安
心
で
き
る
地
域
生
活
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
の
方
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

介
護
、
福
祉
、
健
康
、
医
療
な
ど
様
々
な
面
か
ら
総
合
的
な
支

援
を
行
う
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
保
健
師
、
看
護
師
、
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
介
護
予
防
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
高
齢
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
間
に
、
総
合
相
談
支
援
業
務
で
延
べ
３
０
０
件
程
度
、
権

利
擁
護
５
件
、
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
と

し
て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
に
よ
る
月
毎
に
よ
る
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
、
週
ご
と
に
地
域
ケ
ア
連
絡
会
議
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

介
護
認
定
者
で
、
要
支
援
１
・
２
認
定
者
に
対
す
る
介
護
予

防
プ
ラ
ン
も
、
年
間
４
０
０
件
余
り
取
り
扱
っ
て
い
る
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
中
の
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
介
護
予
防
の
た

め
の
運
動
教
室
、
認
知
症
・
閉
じ
こ
も
り
予
防
教
室
、
保
健
部

門
と
協
働
し
た
、
運
動
機
能
・
転
倒
予
防
教
室
、
認
知
症
予
防

啓
発
活
動
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
構
築
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、「
兆
し
に
気
付
き
、
さ
り
げ
な
い
見
守
り
を
し
て
、

連
絡
報
告
を
す
る
。」
の
頭
文
字
を
と
り
「
き
・
き
・
さ
・
れ
」

を
合
言
葉
に
、
自
治
会
の
代
表
者
や
商
工
会
関
係
者
、
そ
の
他

関
係
者
と
協
議
し
、
発
足
に
向
け
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
事
が
目
的
で
あ
り
ま
す
が
、
町
内

の
全
て
の
高
齢
者
が
満
足
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
ま

だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ず
、
職
員
の
研
鑽
を
積
み
、
少
し
で
も

満
足
い
た
だ
く
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
課
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

支
え
ら
れ
る
方
も
、
支
え
る
方
も
人
間
愛
が
根
底
に
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
日
々
の
生
活
の
な
か
で
、
道
徳
教
育
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
政
府
は
い
じ
め
問
題
か
ら
、
小
中
学
校
の
子
ど
も
達
に
規

範
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
道
徳
教
育
を
正
規
の
教
科
書
に
取
り

入
れ
よ
う
と
動
き
始
め
た
。
大
和
民
族
に
は
万
古
不
易
の
精
神
的
支

柱
に
な
る
も
の
が
流
れ
て
い
る
。
道
徳
は
変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
、

即
ち
、
千
歳
不
易
の
も
の
、
歴
史
上
の
優
れ
た
人
物
に
学
ぶ
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
小
中
学
生
は
勿
論
の
こ
と
、
一
般
町
民
対
象
の
社
会

教
育
を
推
進
す
る
中
で
、
古
典
、
論
語
、
歴
史
、
道
徳
を
捉
え
、
町

民
の
規
範
意
識
の
一
層
の
醸
成
に
努
め
る
考
え
は
な
い
か
。

町 

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
物
質
面
の
充
実
だ
け
で
な
く
、
す
べ

て
の
町
民
が
心
豊
か
に
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
お
互
い
に
支
え
ら
れ
、
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
間
関
係
の
中
で
、
道
徳
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
町
に
お
い
て
は
、
平
成
４
年
の
「
人
権

尊
重
の
町
宣
言
」
を
は
じ
め
、
平
成
７
年
に
宣
言
し
た
「
人
心

緑
化
の
町
」、
ま
た
、
平
成
９
年
に
は
「
環
境
景
観
保
全
の
町
」

を
宣
言
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
宣
言
を
基
本
理
念
と
し
て
、

自
然
に
感
謝
し
自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
精
神
と
人
権
尊
重
の

精
神
を
基
に
、
生
き
る
力
を
育
む
た
く
ま
し
い
森
の
国
教
育
を

実
践
す
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
を
通
じ
て
「
人
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
お
り
、こ
の
こ
と
全
て
が
「
心
の
教
育
」

に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
学
校
現
場
を
は
じ
め
、
人
権
教
育
や
公

民
館
活
動
な
ど
社
会
教
育
を
推
進
す
る
中
で
、
町
民
の
規
範
意

識
の
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
に
も
あ
り
ま
す
、
古
典
、
論
語
に
代
表
さ
れ
る
歴
史

上
の
人
物
の
教
え
が
、
人
間
の
生
き
方
の
基
本
を
示
し
た
も
の

で
あ
り
、
日
本
人
特
有
の
道
徳
観
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
い
つ
の
間
に
か
、
こ
の
日
本
人
の
よ
い
伝
統
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
最
近
で
は
、
い
じ
め
問
題
を
は
じ
め
、
体
罰
等
の
問
題
、

社
会
に
お
い
て
は
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
発
展
し
た
悲

惨
な
事
件
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
規
範
意
識
が
低
下

し
て
い
る
社
会
に
今
、必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
、ま
さ
に
古
典
、

論
語
こ
そ
が
、
社
会
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
で
は
な

い
か
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

古
典
、
論
語
を
学
ぶ
こ
と
で
物
質
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的

に
も
豊
か
な
町
に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、
名
実
と
も
に
人
心
緑

化
の
町
と
な
る
よ
う
に
、
土
居
議
員
さ
ん
か
ら
の
問
題
提
起
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
今
後
の
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

教 

土
居
議
員
さ
ん
の
ご
指
摘
の
と
お
り
、
日
々
の
生
活
の
中

で
の
道
徳
教
育
の
重
要
性
は
、
私
も
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
て
、
生
命
を
大
切
に
す
る
心
や
他
人
を
思
い
や
る
心
、

善
悪
の
判
断
な
ど
規
範
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
が
道
徳
教
育
の

基
本
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
間
は
決
し
て
一
人
で
は
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ず
、
お

互
い
に
支
え
、
支
え
ら
れ
、
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
し
か
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

他
者
と
の
繋
が
り
を
結
ぶ
た
め
に
は
、
自
分
自
身
が
ど
う
向
き

合
う
か
、
い
か
に
生
き
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ

り
、
ま
さ
に
道
徳
教
育
の
指
標
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
来
、
大
和
民
族
、
い
わ
ゆ
る
日
本
人
に
は
、
確
固
た
る
道
徳

の
基
礎
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
先
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に

お
け
る
「
共
助
の
精
神
」
で
も
証
明
さ
れ
て
お
り
、
日
本
国
民
の

冷
静
さ
や
規
律
正
し
さ
、
献
身
的
な
ふ
る
ま
い
に
、
世
界
中
か
ら

賞
賛
さ
れ
た
こ
と
も
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
、

日
本
人
が
持
つ
「
心
の
す
ば
ら
し
さ
」
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

古
典
、
論
語
を
基
礎
と
し
た
、
歴
史
上
の
優
れ
た
人
物
の
教
え
を
、

問 …質問内容
町 …町長答弁
教 …教育委員長答弁

多
く
の
日
本
人
の
心
の
中
に
受
け
継
が
れ
、
学
ば
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
国
が
示
す
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
、
道
徳
の
時
間
を
通
し
て
、
次
の
４
つ
の
徳
目
に
つ
い

て
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
自
分
自
身
に
関

す
る
こ
と
、
他
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
、
自
然
や
崇

高
な
も
の
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
、
集
団
や
社
会
と
の

か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
が
人
間
と

し
て
の
在
り
方
を
自
覚
し
、
人
生
を
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の

基
盤
を
育
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
町
内
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
松

野
西
小
学
校
が
文
部
科
学
省
の
「
特
色
あ
る
道
徳
教
育
推
進
事

業
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
な
が
ら
、「
元
気
に
学
び
、
助
け
合
う
児
童
の
育
成
」
を

学
校
教
育
目
標
と
し
て
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

計
画
的
に
道
徳
的
実
践
力
を
育
て
て
お
り
ま
す
。
道
徳
の
時
間

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
豊
か
な
心
の
教
育
、
規
範
意
識
の
醸

成
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
が
申
さ
れ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

本
町
に
は
、
道
徳
教
育
と
密
接
な
結
び
つ
き
が
あ
る
、
す
ば
ら

し
い
３
つ
の
基
盤
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
つ
に
「
人
権
尊
重
宣

言
の
町
」、
２
つ
目
は
「
人
心
緑
化
宣
言
の
町
」、
３
つ
目
は
「
環

境
景
観
保
全
宣
言
の
町
」
で
あ
り
ま
す
。
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
す
る
心
、
真
の
人
間
ら
し
さ
や
人
を
愛
す
る
豊
か
な
心
、
環

境
を
保
全
す
る
美
し
い
心
、こ
れ
ら
の
３
つ
の
視
点
を
基
に
、「
人

づ
く
り
」
や
「
心
づ
く
り
」
に
繋
が
る
道
徳
教
育
が
推
進
さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
や
地
域
で
道
徳
教
育
を
進
め
て
い
く
中
で
、
子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
心
の
教
育
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
や
地
域
社

会
を
含
め
た
す
べ
て
の
環
境
の
影
響
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
も
の

で
あ
り
、
社
会
の
規
範
意
識
が
低
下
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
今
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
三
者
の
連
携
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増

し
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
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３
月
10
日
㈰
、
松
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
宇
和
島
社
会
保
険
病

院
と
共
催
で
、「
松
野
町
の
医
療
を
考
え
る
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、「
一
人
ひ
と
り
の
健
康

を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
の
提
言
を
受
け
、
住
民
自
ら
が
、

健
康
や
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
認
識

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
部
で
は
、
宇
和
島
社
会
保
険
病
院
副
院
長
（
４
月
に
院
長
就

任
）
の
、
渡
部
昌
平
氏
に
よ
る
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る　

〜

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
行
わ

れ
、
寝
た
き
り
の
原
因
の
１
つ
で
あ
る
骨
折
・
転
倒
を
予
防
す
る
た

め
「
骨
」
に
つ
い
て
、
年
齢
と
共
に
骨
の
量
は
減
っ
て
い
く
こ
と
、

骨
粗
し
ょ
う
症
は
女
性
に
多
く
、
進
行
す
る
と
背
骨
が
曲
が
っ
て
い

き
姿
勢
が
変
化
す
る
こ
と
、
骨
が
も
ろ
く
な
る
た
め
折
れ
や
す
く
日

常
生
活
が
困
難
に
な
り
や
す
い
こ
と
な
ど
が
、
映
像
を
使
っ
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
氏
は
、
運
動
は
い
つ
か
ら

始
め
て
も
可
能
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
カ
ギ
と
し
て
、
日
常
生
活

の
中
に
毎
日
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
運
動
や
、「
ち
ょ
っ
と
遠
回
り
の

散
歩
」
な
ど
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
有
効
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
宇
和
島
社
会
保
険
病
院
の
理
学
診
療
部
技
師
長
の
岩

崎
洋
子
氏
に
よ
る
、
転
倒
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

指
と
頭
を
使
っ
た
運
動
を
し
た
り
、
身
体
を
延
ば
し
て
日
頃
使
っ

て
な
い
筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
た
り
、
椅
子
に
座
っ
て
で
き
る

運
動
な
ど
の
実
技
が
細
か
く
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
講
演
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
常
生

活
の
中
に
無
理
の
な
い
範
囲
で
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
見

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

寝
た
き
り
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、食
事
・
運
動
・
健
康
管
理
な
ど
、

日
々
の
生
活
習
慣
が
重
要
で
す
。「
健
康
で
毎
日
を
過
ご
す
」と
い
う
、

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
行
動
が
、医
師
不
足
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
、

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
講
演
会
は
、
一
人

ひ
と
り
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

３
10

３
17

松
野
町
の
医
療
を
考
え
る
講
演
会

句
碑
め
ぐ
り
の
会

　

３
月
17
日
㈰
に
町
内
の
俳
句
の
小
径
を
中
心
に
「
不
器
男
の
里
を
巡
る

　

句
碑
め
ぐ
り
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
俳
人
の
谷
さ
や
ん
氏
を
講

師
に
迎
え
、
俳
句
の
小
径
の
う
ち
６
カ
所
を
め
ぐ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
碑

で
の
解
説
や
、
そ
の
後
不
器
男
記
念
館
で
の
ミ
ニ
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
町
内
外
の
俳
句
愛
好
者
約
20
名
が
集
ま
り
、
俳
句
の
里
の
春

を
楽
し
み
ま
し
た

　

句
碑
め
ぐ
り
で
は
松
丸
駅
〜
虹
の
森
公
園
〜
不
器
男
記
念
館
と
１
時
間

ほ
ど
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
ま
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
碑
で
谷
氏
に
よ
る
解

説
を
聞
き
、
不
器
男
の
俳
句
の
句
意
や
そ
の
句
の
背
景
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　

不
器
男
記
念
館
で
の
ミ
ニ
講
演
会
で
は
「
不
器
男
と
家
庭
句
会
」
と
題

し
、
実
際
に
芝
家
の
家
庭
句
会
が
行
わ
れ
て
い
た
記
念
館
奥
の
座
敷
で
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。
記
念
館
収
蔵
の
句
会
報
を
資
料
と
し
て
、
芝
家
で

の
家
庭
句
会
が
不
器
男
に
与
え
た
影
響
や
不
器
男
の
俳
句
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
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３
20

４
６

森
の
国
ラ
イ
ド
２
０
１
３

春
の
交
通
安
全
運
動

　

予
土
を
つ
な
ぐ
観
光
イ
ベ
ン
ト
「
森
の
国
ラ
イ
ド
２
０
１
３
」
が
３
月

20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
予
土
線
の
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

が
定
期
運
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、「
虹
の
森
公

園
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、「
四
万
十
市
カ
ヌ
ー
館
」
や
「
道
の
駅
と
お
わ
」

ま
で
の
道
程
を
自
転
車
で
ツ
ー
リ
ン
グ
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
愛
媛
県
知
事
中
村
時
広
氏
を
は
じ

め
愛
好
家
65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
、
中
村
県
知
事
の
合
図
で
虹

の
森
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
た
一
行
は
、
菜
の
花
の
咲
く
蕨
生
の
県
道
を
通

り
高
知
県
に
入
り
ま
す
。葛
川
を
抜
け
、清
流
四
万
十
川
を
目
下
に
カ
ヌ
ー

館
ま
で
の
少
し
短
め
の
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

江
川
崎
周
辺
を
ゆ
っ
く
り
ま
わ
る
コ
ー
ス
と
、「
道
の
駅
と
お
わ
」
ま
で

も
う
少
し
走
る
コ
ー
ス
に
分
か
れ
た
参
加
者
た
ち
は
、
Ｊ
Ｒ
江
川
崎
駅
か

ら
愛
車
を
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
に
乗
せ
、
満
足
し
た
表
情
で
家
路
に
つ
き

ま
し
た
。

　

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
に
ゃ
ん
よ
号
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
毎

日
運
行
し
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
、
初
日
の
６
日
に
は
虹
の
森
公
園
お
さ
か
な
館
前
で
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
と
人
の
輪
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
で
は

参
加
し
た
鬼
北
交
通
安
全
協
会
各
支
部
の
役
員
た
ち
が
、
交
通
安
全
旗
を

か
か
げ
、
自
動
車
で
町
内
を
巡
り
、
大
門
橋
周
辺
で
行
わ
れ
た
人
の
輪
作

戦
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
、
交
通
安
全
指
導
員
な
ど
が
、
道
行
く
車
に
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

実
施
主
体
で
あ
る
松
野
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
で
は
、
今
年
か
ら
新

た
に
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
啓
発
の
た
め
「
森
の
ポ
ス
ト
」
と
い
う
交

通
安
全
標
語
、
川
柳
、
俳
句
な
ど
を
広
く
募
集
す
る
た
め
の
投
句
箱
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
ポ
ス
ト
の
披
露
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

森
の
ポ
ス
ト
は
、
現
在
、
役
場
庁
舎
、
中
央
診
療
所
、
ぽ
っ
ぽ
温
泉
、

目
黒
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
吉
野
生
支
所
、
鬼
北
交
番
に
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
11
日
㈭
に
は
松
丸
保
育
園
で
、
12
日
に
は
吉
野
生
保
育
園

で
、
園
児
に
よ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
配
布
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
が
手
作
り
の

マ
ス
コ
ッ
ト
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　今年のまつの桃源郷マラソン大会は、暴風警報の発表に伴い安全面を考慮した結果、中止となりました。楽
しみにされていたランナーの皆さん、ご心配いただいた町民の皆さんにはご迷惑をおかけいたしました。来年
は25回の記念大会です。職員・スタッフ一丸となって、より一層活気ある大会にしたいと考えておりますので、
今後ともよろしくお願いいたします。

まつの桃源郷マラソン大会の中止について
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田
舎
雛
七
段
飾
り
に
目
を
瞠
る

市
毛
友
一
郎

介
護
と
は
重
た
き
言
葉
す
み
れ
草

伊
藤　

富
子

ロ
グ
ハ
ウ
ス
茶
房
の
ジ
ャ
ズ
や
春
の
雨岡本　

京
子

我
張
れ
と
心
づ
く
し
の
木
の
芽
ず
し金

谷　

恵
子

身
辺
の
整
理
の
一
つ
雛
供
養

金
谷　

重
子

鶯
や
今
日
の
一ひ

と

日ひ

を
畑
に
ゐ
て

金
谷　

文
惠

戦
没
の
兄
へ
供
養
の
遍
路
か
な

木
下
三
千
恵

亡
き
兄
の
供
養
へ
来
た
る
初
音
か
な駒

山　

忠
夫

卒
業
の
吾
子
の
制
服
背
の
染
み

田
中
志
津
代

春
泥
を
母
の
葬
列
進
み
け
り

谷　

き
よ
し

の
ど
け
し
や
有
田
の
里
で
急
須
買
ふ布　

　

久
光

石
塀
に
添
ひ
し
水
路
や
す
み
れ
そ
う布　

　

康
江

落
椿
だ
円
の
波
紋
山
の
池

ひ
の
た
い
ら

麗
人
の
香
ほ
の
か
に
沈
丁
花

古
谷　
　

香

紅
白
の
き
そ
ひ
ま
近
き
椿
か
な

正
木　

玲
子

あ
し
ず
り
や
地
球
は
丸
し
椿
東
風

宮
崎
き
く
を

出
不
精
の
主
婦
も
誘
ひ
て
花
見
酒

森
田　

す
み

春
寒
や
夫
の
遺
骨
を
胸
に
抱
き

山
下
ス
ミ
子

テ
レ
ビ
よ
り
笑
ひ
貰
ひ
て
日
永
か
な赤

松　

午
子

一
両
車
き
し
み
て
止
ま
る
花
の
駅

稲
谷
キ
ミ
子

枯
芝
の
持
ち
上
げ
ら
れ
し
も
ぐ
ら
道上

田
み
ち
子

不
器
男
句
碑
覆
い
て
花
の
盛
り
か
な岡

本　

三
葉

花
の
径
電
車
が
花
を
散
ら
し
け
り

菊
澤　

大
和

初
彼
岸
遺
影
に
旅
の
思
い
出
を

竹
内
サ
ダ
子

人
権
の
広
場

子
ど
も
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
つ
な
が
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
情
報
の

収
集
や
発
信
を
は
じ
め
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
世
界
中
の
人
々
と
の
会
話

や
情
報
の
や
り
と
り
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
大
変
便
利

に
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
防
犯
の
た
め
、
家
族
と
連
絡
を
と
る
た
め
に
子
ど
も
に
携
帯

電
話
を
も
た
せ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
携
帯
電
話
に
は
通
話
以
外
の
機
能
も

備
わ
っ
て
お
り
、
使
い
方
を
誤
る
と
日
常
生
活
に
支
障
が
で
た
り
、
友
人

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

日
常
的
な
こ
と
で
は
、
メ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
へ
の
書
き
込
み
が
原
因
の
い

じ
め
や
、
気
楽
な
情
報
発
信
に
よ
る
個
人
情
報
や
画
像
の
流
出
、
有
害
サ

イ
ト
や
架
空
請
求
詐
欺
、
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
。
生

活
習
慣
に
関
わ
る
こ
と
で
は
、
片
時
も
携
帯
電
話
を
手
放
す
こ
と
が
で
き

な
い
依
存
症
や
、
見
境
な
く
時
間
を
使
う
こ
と
に
よ
る
生
活
や
学
習
習
慣

の
乱
れ
、
集
中
力
の
低
下
、
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
、

歩
行
や
自
転
車
運
転
中
の
な
が
ら
操
作
に
よ
る
交
通
事
故
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
と
の
通
話
を
目
的
と
し
て
い
た
携
帯
電
話
が
、
実
際
は
メ
ー
ル
や

サ
イ
ト
の
閲
覧
、
ゲ
ー
ム
や
音
楽
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

情
報
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
身
近

な
も
の
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
上
に
潜
む
危
険
性
や
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
は
あ
ま

り
認
識
出
来
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
の
成
長
に
あ
わ
せ

て
使
い
方
の
ル
ー
ル
を
決
め
た
り
、
本
当
に
携
帯
電
話
が
必
要
な
の
か
、

携
帯
電
話
で
し
か
出
来
な
い
こ
と
な
の
か
を
ご
家
庭
で
話
し
合
い
、
見
守

り
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
あ
っ
て
も
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

画
面
の
向
こ
う
で
喜
ん
だ
り
悲
し
ん
だ
り
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
正
し

い
知
識
と
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

も
て
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
に
は
現
実
の
社
会
で
の
体
験
、
経
験
を
た
く

さ
ん
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会　

瀧
本　

美
樹

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会　
三
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会　
三
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
三
月
投
句
分

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

小
さ
き
手
真
似
て
合
は
せ
る
彼
岸
か
な

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

道
聞
き
し
人
に
又
逢
ふ
花
の
道

鬼
北
町　

松
田
ツ
ル
子

せ
せ
ら
ぎ
の
や
さ
し
き
音
や
草
青
む

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

記
念
樹
と
云
ふ
想
い
出
の
花
の
下

土
佐
清
水
市　

那
須　

正
子

母
の
忌
は
や
は
り
花
冷
三
十
三
忌

土
佐
清
水
市　

那
須　

正
子

墓
参
り
文
珠
公
園
桜
咲
く松

山
市　

政
石　

英
作

《
不
器
男
記
念
館
》

呼
べ
ば
声
届
く
子
の
家
日
脚
伸
ぶ

福
岡
市　

坂
本　

光
世

夕
風
の
運
ぶ
梅
の
香
不
器
男
の
碑

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

鯉
跳
ね
し
池
に
映
る
や
春
の
山

鬼
北
町　

松
田
ツ
ル
子

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

へ
ん
ろ
道
花
の
嵐
を
友
と
し
て

松
野
町　

田
中
志
津
代

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
》

　

花
茣
蓙
や
地
下
足
袋
の
ま
ま
発
泡
酒

松
野
町　

谷　

き
よ
し
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

松
　
丸
　
谷
口
八
重
子
　
　
68
歳

富
　
岡
　
久
保
田
光
男
　
　
87
歳

吉
　
野
　
松
崎
五
十
美
　
　
64
歳

吉
　
野
　
田
村
　
唯
志
　
　
83
歳

蕨
　
生
　
岡
本
　
　
優
　
　
80
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

延
野
々
　
髙
橋
　
泰
行
　
颯そ
う

　
介す

け

　
　
男

　
　
　
　
　
　
か
お
り

豊
　
前
　
加
形
　
彰
朗
　
未み

　
桜お

　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
　
静

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

浅
野
　
眞
治
　
　
吉
　
野

真
田
　
　
格
　
　
延
野
々

植
地
ツ
ル
子
　
　
松
　
丸

寺
坂
　
真
人
　
　
宇
和
島
市

舛
森
　
茂
敏
　
　
吉
　
野

☆
広
報
寄
付

布
　
万
里
子
　
　
東
京
都

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町 の 人 口

世帯数　2,025世帯（＋３世帯）

総人口　4,362人 （－25人）
男2,052人　女2,310人
（３月中の異動）

　　○出　生　２人　○死　亡　７人
　　○転　入　16人　○転　出　36人

平成25年３月31日現在
※外国人を含みます

松野町役場
にも新しい

風！

新任職員紹介

町内の小中学校に新しい先生が赴任しました

町民課
八十島絵莉加 さん
　４月から町民課に配属になりました、
八十島絵莉加です。 
　新しい職場でわからないことばかり
ですが、明るく笑顔で勤めていきたい
と思いますので、よろしくお願いいた
します。

教育課
榎谷　惇志 さん

　この度、教育課教育振興グループに
配属となりました榎谷惇志と申します。
松野町の発展に貢献できるように日々
努力してまいります。今後ともよろし
くお願い致します。

教育課
亀澤　一平 さん
　はじめまして。この度、教育委員会
教育課文化振興グループに配属になっ
た亀澤一平と申します。「地域に根ざし
た文化財行政」をモットーに、河後森
城をはじめとする文化財の保存・利活
用を通して、「まちづくり」に貢献して
参ります。今後ともよろしくお願いい
たします。

保健福祉課
沖野　健治 さん
　今年度から保健福祉課で保健師とし
て勤務することとなりました。地元の
大洲市を離れ、松野町で仕事に奮闘す
る日々を送っています。まだまだ新米
で、至らない点もあると思いますが、
町民の方々のお力になれるように精進
してまいります。これから末永く、よ
ろしくお願いします。

松丸保育園
上原かなえ さん
　松丸保育園で保育士としてお世話に
なります。子どもたちや保護者の方々、
かかわる方々に信頼していただける保
育士になりたいです。 
　笑顔で楽しく頑張ります。宜しくお
願い致します。

松野西小学校
❶谷口　友宏 校長先生
２度目の松野西小、うれしいです。しっかりがんばりたいと
思います。
❷渡邊　須美 先生
21年ぶりに帰ってまいりました。感慨深いです。よろしくお
願いします。
❸高田　　晃 先生
引き続き松野町でお世話になることをとてもありがたく思っ
ています。よろしくお願いします。
❹飯田　将史 先生
「偶然」来た松野。「必然」だった松野といえるようにがんば
ります。
❺佐久間　満 先生
はじめての松野町です。がんばります。よろしくお願いします。
❻柳野　栄子先生
４年ぶりに松野西小に帰ってまいりました。よろしくお願い
します。
❼岡本　　尊 先生
子どもたちと精一杯、楽しく頑張りたいと思います。よろし
くお願いします。
松野西小学校
❽橋本　由美 先生
13年ぶりに帰ってまいりました。よろしくお願いします。
松野中学校
❾大久保京太 先生
愛南町から来ました。がんばります。よろしくお願いします。

町
民
課西

山　
隆
彦 

さ
ん

町
民
課伊

藤　
一
秀 

さ
ん

県
・
市
町
職
員
相
互
併
任

事
業
に
よ
り
、
愛
媛
県
職

員
２
名
が
松
野
町
職
員
の

辞
令
を
受
け
ま
し
た
。

❾

❽

❷❶❻

❼ ❸ ❺ ❹
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Informationお し ら せ
あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録
も
う
一
度
ご
確
認
を
！

若
者
を
狙
う
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

　

い
ま
だ
約
２
，
２
０
０
万
件
の
持
ち
主
が
確
認
で
き
て
い

な
い
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤

り
」
が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配
の
あ
る
方
は
、
ご
確
認
い
た

だ
き
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
新
生
活
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　

春
は
就
職
・
進
学
な
ど
で
新
生
活
が
始
ま
る
季
節
で
す
。

一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
学
生
や
新
社
会
人
の
方
も
多
く
な
り

ま
す
が
、
同
時
に
、
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
も
多
く
な
り
注
意
が
必
要
で
す
。

●
若
者
が
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

☆
マ
ル
チ
商
法

　
「
簡
単
に
も
う
か
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
商
品
な
ど
の
販

売
組
織
に
誘
い
、
次
々
に
組
織
へ
の
加
入
者
を
増
や
し
て
い

き
、
組
織
を
連
鎖
的
に
拡
大
し
て
い
く
商
法
で
す
。
言
葉
巧

み
に
勧
誘
し
て
き
ま
す
が
、
契
約
を
し
て
も
説
明
ど
お
り
の

収
入
が
得
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
強
引
な
勧
誘
を
し
て
人
間

関
係
を
壊
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
対
処
法
】
友
人
、
知
人
か
ら
の
勧
誘
が
多
い
た
め
、
契
約

内
容
や
取
引
の
仕
組
み
を
理
解
し
な
い
ま
ま
契
約
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
友
人
、
知
人
か
ら
の
勧
め
で
も
冷
静
に
判
断

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
マ
ル
チ
商
法
の
場
合
、
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
20
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

が
で
き
ま
す
。

☆
架
空
・
不
当
請
求

　

無
料
サ
イ
ト
と
思
っ
て
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
い
き
な
り
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
「
登
録
完
了
」
と
表
示
さ
れ
た
り
、
ま
っ

た
く
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
を
請
求
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

【
対
処
法
】
請
求
画
面
に
驚
き
、
あ
わ
て
て
業
者
に
連
絡
す

る
こ
と
は
、
個
人
情
報
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

☆
無
料
商
法

　
「
無
料
体
験
」
な
ど
と
無
料
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
勧

誘
し
、
最
終
的
に
は
商
品
等
の
契
約
を
さ
せ
ま
す
。

【
対
処
法
】
自
分
に
と
っ
て
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
断
り
き
れ
ず
に
、
業
者
の
言
わ

れ
る
ま
ま
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
組
む
と
、
後
々
支
払
に
追
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　

松
野
町
産
業
振
興
課　

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
６

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０　

《
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
後
を
絶
た
な
い
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た
め
、
悪
質
商
法
の
手
口
や
対
処

法
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
消
費
者

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
ま
し
た
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

貸
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
集
合
注
射
の
日
程
は
次

の
２
日
間
で
す
。

　

町
内
各
地
を
巡
回
い
た
し
ま
す
が
、
詳
し
い
場
所
・
時
間

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
回
覧
文
書
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
登
録
犬
の
飼
い
主
の
方
に
は
ハ
ガ
キ
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
程
と
巡
回
地
区
】

５
月
27
日
㈪

　

吉
野
・
蕨
生
・
松
丸
・
延
野
々
・
奥
野
川
・
蕨
生

５
月
28
日
㈫

　

 

豊
岡
前
・
富
岡
・
上
家
地
・
目
黒
・
豊
岡
後
・
延
野
々
（
五

郎
丸
）、
松
丸
（
松
野
町
役
場
）

※ 

当
日
は
、
費
用
（
釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
）、
案
内

は
が
き
（
登
録
犬
の
み
）、
ウ
ン
チ
袋
等
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

【
お
願
い
】
生
後
90
日
を
越
え
た
犬
は
、
登
録
と
年
１
回
の

予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
登
録
は
１
回
限

り
で
す
。
登
録
し
た
犬
の
所
在
地
や
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場

合
、
ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
届
出
を
し
て
鑑
札
を
返

還
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
・
問
い
合
せ
先
】
建
設
環
境
課　

☎
42
・
１
１
１
５

自
動
車
税
の
納
期
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈮
で
す
。

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
登
録
名
義
人
の
方
に
そ
の
年

度
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る
税
金
の
ほ
か
に
延
滞
金

を
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
地
方
局
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
の
自
動
車
税
は
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ

で
の
支
払
い
が
可
能
で
す
の
で
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
愛
媛
県
南
予
地
方
局
税
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】
愛
媛
県
南
予
地
方
局
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
㈹
０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１

　

年
金
記
録
の
確
認
は「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」が
簡
単
・
便
利
！

　

ご
家
族
の
助
け
を
受
け
て
年
金
記
録
を
発
見
し
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

【
受
付
日
時
】
月
〜
金
曜
日 

９
：
00
〜
20
：
00

　
　
　
　
　
　

第
２
土
曜
日 

９
：
00
〜
17
：
00

※
祝
日
を
除
き
ま
す

☞いつでも最新の年金記録を確認できます！
　「ねんきんネット」では、時間を気にせず、24時間いつでも、最新の年金記
録を確認できます。
☞記録の「もれ」や「誤り」の発見が容易になります！
　年金に加入されていない期間、標準報酬月額の大きな変動など、確認いた
だきたい記録が、わかりやすく表示されています。
☞平成25年１月末から、氏名や生年月日等を入力して、持ち主不明の記録の
中に、ご自身の記録があるかどうか調べることができます。

若い頃に勤めていた
記録が見つかった

結婚前の旧姓の
記録が見つかった

名前の読み方が
誤って登録されていた
記録が見つかった

年額98万円 ▼234万円 年額43万円 ▼154万円 年額0円 ▼137万円

約９人に１人、年金記録が見つかっています。

こんな方は
ぜひ、ご確認を！

転職が多い
姓（名字）が変わったことがある
いろいろな名前の読み方がある

✓
✓
✓

例 例 例



15

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

燃
え
る
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

可
燃
物（
燃
え
る
ご
み
）は「
可
燃
ご
み
収
集
袋
」

（
鬼
北
環
境
セ
ン
タ
ー
指
定
）
へ
入
れ
て
可
燃
物
の

収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
可
燃
物
の
例
】
い
ず
れ
も
「
可
燃
ご
み
収
集

袋
」
へ
入
る
大
き
さ
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

台
所
ご
み
（
水
分
を
よ
く
き
っ
て
）・
紙
お
む
つ

（
固
形
排
泄
物
は
ト
イ
レ
へ
）・
皮
革
・
ゴ
ム
製
品
・

枯
葉
・
枯
草
等
・
古
着
・
古
布
・
ぬ
い
ぐ
る
み
・
カ
ー

テ
ン
等
・
紙
く
ず
・
ち
り
紙
・
ナ
イ
ロ
ン
・
薄
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
等

【
ナ
イ
ロ
ン
・
薄
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
等
に
つ
い
て
】

　

今
ま
で
「
不
燃
ご
み
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
「
可
燃
ご
み
」
に
変
更

い
た
し
ま
し
た
。
レ
ジ
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
、
ナ
イ
ロ

ン
等
の
他
、
卵
パ
ッ
ク
や
薄
い
弁
当
パ
ッ
ク
等
も

「
可
燃
ご
み
」
と
な
り
ま
す
。

・
固
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
今
ま
で
ど
お
り
「
不

燃
ご
み
」
と
な
り
ま
す
。

・
白
色
ト
レ
ー
や
白
色
の
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
等
は

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
を
行
っ
て
お
り
ま
す
（
不
燃
物

の
回
収
日
）
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

白
色
ト
レ
ー
に
つ
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー
等
の
回
収

コ
ー
ナ
ー
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
汚
れ

が
ひ
ど
く
簡
単
に
落
と
せ
な
い
も
の
は
「
可
燃
ご

み
」
に
出
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

【
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
「
可
燃
ご
み
」】

・
庭
木
の
せ
ん
定
枝
や
木
材
等
の
長
い
も
の
は
、

50
㎝
程
度
に
短
く
切
っ
て
ご
み
袋
へ
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、

そ
れ
ぞ
れ「
資
源
ご
み
」と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
…
不
燃
物
の
日
に
回
収
。

新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
…
古
紙
類
の
日
に
回
収
。

・
ふ
と
ん
や
毛
布
、カ
ー
ペ
ッ
ト（
電
気
式
以
外
）で
、

可
燃
ご
み
袋
に
入
る
サ
イ
ズ
の
も
の
は
、「
可
燃
ご

み
」
に
出
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。
た
だ
し
、

引
っ
越
し
ご
み
等
、
量
が
多
い
場
合
は
直
接
、
鬼

北
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ご

み
袋
へ
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
量
に
応

じ
て
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
ご
み
の
分
別
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
建
設
環
境
課
ま
で
（
☎
42
・
１
１
１
５
）

広
見
川
水
系
の
水
質
調
査
結
果
に
つ
い
て

広見川水系水質検査結果 採水日　平成25年３月21日

河川名
項　　目

水素イオン
濃　　　度
（ＰＨ）

浮遊物質
（ＳＳ）

生物化学的
酸素要求量
（ＢＯＤ）

有機物等
（KMnＯ4）

濁　　度 溶存酸素量
（ＤＯ）

大腸菌群数

観測点・基準値 6.5以上～
8.5以下 25㎎／ℓ以下 2.0㎎／ℓ以下 7.5㎎／ℓ以上 1,000MPN

／100㎖以下

広 見 川
五 郎 丸 橋 7.83 3 1.70 4.8 2.5 10.95 5,400
大 門 橋 7.86 7 1.61 6.1 2.7 10.96 5,400
真 土 橋 7.75 6 1.60 4.4 2.7 10.53 1,700

鰯 川 鰯 川 河 口 7.52 2 1.50 2.6 1.3 11.04 9,200
石ヶ内川 豊岡めがね橋 7.72 1 1.46 3.2 2.8 10.91 1,700
延 行 川 谷 口 橋 7.80 3 1.31 2.2 3.3 11.14 2,200
奥 野 川 奥 野 川 河 口 7.75 3 1.35 3.6 1.7 11.07 790
堀 切 川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7.77 1 1.62 2.3 1.6 11.04 2,400
目 黒 川 寺 橋 7.24 1 1.43 2.3 0.4 10.88 240

※生活環境の保全に関する環境基準（類型Ａ）利用目的の適応性は、水道２級、水産１級、水浴が出来るものを基準値に設定
　　　　　　　の部分が水質基準に適合していない箇所です。
　生活環境保全に係る水質基準に適合していない項目があります。特に、大腸菌群数については、家庭から排出される生活排水が原因
と考えられます。

水素イオン濃度（ＰＨ）…………… 酸性、アルカリ性を示す指標で７は中性を表し、これより値が大きくなるほどアルカリ性が、
これより値が小さくなるほど酸性が強くなる

浮遊物質（ＳＳ）……………………溶けないで水中に浮遊している濁りの成分、数値が高いほど水が濁り、透明度が低下する
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）… 水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の量（多いほど水質の

汚濁度が高い）
有機物等………………………………有機物等による汚染の度合いを表したもの
濁　　度………………………………水の濁りの程度を数値で表したもの
溶存酸素量（ＤＯ）…………………有機物を酸化し安定な形とするため必要とされる酸素が水に溶けている量
大腸菌群数…………………………… し尿、下水、排水をはじめ土壌、河川、地下水など広範囲に存在する。糞便汚染等の汚濁の指

標とされている

「みんなの川です、川を汚さないようにしましょう。」

森
の
国
い
や
し
の
大
使︵
第
２
代
︶募
集
の
お
知
ら
せ

　

松
野
町
で
は
町
内
外
で
開
催
さ
れ

る
松
野
町
の
観
光
振
興
や
産
業
振
興

に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
及
び
公
的
行
事

に
お
い
て
、
松
野
町
の
魅
力
を
大
い

に
Ｐ
Ｒ
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
頂
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
森
の
国
い
や

し
の
大
使
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

１　

応
募
資
格

　

① 

松
野
町
内
に
在
住
か
通
勤
す
る

18
歳
以
上
の
女
性

　

② 

既
婚
未
婚
不
問
、
明
る
く
健
康

的
で
松
野
町
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
方

２　

大
使
人
員　

２
名

３ 　

活
動
条
件　

松
野
町
内
外
で
開

催
さ
れ
る
松
野
町
の
観
光
振
興
や

産
業
振
興
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
・

行
事
に
出
席
が
可
能
な
方
で
、
勤

務
先
及
び
家
族
等
か
ら
の
協
力
や

理
解
の
得
ら
れ
る
方
（
通
常
・
土

日
に
活
動
）

４ 　

委
嘱
期
間　

委
嘱
（
審
査
）
の

日
か
ら
１
年
間
（
非
常
勤
で
本
事

業
に
関
わ
る
日
の
み
）

５ 　

手　
　

当　

活
動
謝
礼
及
び
交

通
費
を
支
給

６ 　

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
、

上
半
身
カ
ラ
ー
写
真
１
枚
（
本
人

と
確
認
で
き
る
概
ね
３
ケ
月
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
）
を
添
付
し
て
、

郵
送
又
は
産
業
振
興
課
ま
で
持
参

す
る
こ
と
。

※
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

※ 

応
募
書
類
は
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

※ 

応
募
頂
い
た
個
人
情
報
は
、
町
で

厳
重
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

７　

応
募
締
め
切
り

　

平
成
25
年
５
月
23
日
㈭　

８　

審
査
日
時

　

平
成
25
年
５
月
25
日
㈯
13
：
30
〜

９ 　

審
査
会
場　

松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

10　

審
査
方
法

※ 

審
査
基
準　

ス
ピ
ー
チ
・
特
技
・

質
疑
応
答　

等

11　

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
９
８
・
２
１
９
２　

松
野
町

大
字
松
丸
３
４
３　

松
野
町
役
場
産

業
振
興
課　

☎
０
８
９
５
・
42
・
１

１
１
６
（
産
業
振
興
課
地
域
活
性
化

グ
ル
ー
プ
）

ゴ
ミ
の
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

　

農
地
を
耕
作
す
る
た
め
に
、
土
地
を
譲
り
受
け
る
、

も
し
く
は
借
り
受
け
る
た
め
に
は
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
耕
作
能
力
の
な
い
者
が
農
地
の
権
利
を
取
得

す
る
こ
と
に
よ
り
農
地
の
荒
廃
を
招
き
、
結
果
的
に
農

地
の
縮
小
に
繋
が
る
事
を
防
ぐ
た
め
に
農
地
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
権
利
を
移
動
す
る
た
め
の
申
請
の
ひ
と
つ
と

し
て
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請
が
あ
り

ま
す
。

　

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請
は
毎
月
行

わ
れ
て
い
る
農
業
委
員
会
の
定
例
総
会
で
審
議
が
行
わ

れ
ま
す
。
審
議
の
基
準
は
農
地
法
第
３
条
第
２
項
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
不
許
可
と
な
り
ま
す
。

①
所
有
農
機
具
や
農
作
業
に
従
事
す
る
者
の
数
等
か
ら

み
て
、
農
地
の
全
て
を
効
率
的
に
利
用
し
て
耕
作
す
る

と
認
め
ら
れ
な
い
場
合

②
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人
が
権
利
を
取
得
す
る
場

合
（
※
一
部
取
得
で
き
る
権
利
も
あ
り
ま
す
。）

③
信
託
に
よ
り
権
利
を
取
得
す
る
場
合

④
農
業
経
営
に
必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る
と
認

め
ら
れ
る
者
が
い
な
い
場
合

⑤
権
利
取
得
後
の
経
営
面
積
が
、
下
限
面
積
未
満
の
場

合
（
下
限
面
積
＝
松
野
町
は
現
在
全
域
30
ア
ー
ル
）

④
貸
借
等
所
有
権
以
外
の
権
利
に
よ
り
耕
作
し
て
い
る

者
が
そ
の
土
地
を
貸
付
け
る
場
合

⑦
周
辺
の
農
地
利
用
に
悪
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合

　

以
上
は
農
地
法
か
ら
要
約
し
て
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
農
地
法
第
３
条
第
２
項
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
相
続
に
よ
る
権
利
移
動
な
ど
農
業
委

員
会
の
許
可
が
不
要
な
例
外
事
項
も
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
許
可
を
得
ず
に
行
っ
た
売
買
契
約
等

は
無
効
で
す
。
農
地
の
所
有
権
移
転
登
記
の
申
請
に
は
、

農
地
法
の
許
可
等
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
移
転

登
記
も
行
え
ま
せ
ん
。
無
許
可
で
行
っ
た
売
買
契
約
等

の
た
め
に
訴
訟
に
発
展
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

農
地
の
権
利
を
移
動
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
事
前
に
農
業

委
員
会
の
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
に
は
農
地
の
所
有
権
者
全
員
の
同
意
を

得
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
未
相
続
農
地
等
で
一
部

の
方
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
農
地
に
つ
い
て
は
、
申
請

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請
書
の
様
式

や
記
入
例
等
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

農
地
の
権
利
移
動
等
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

松
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
６

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
有
馬
節
男
（
行
政
相
談
員
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

無
料
法
律
相
談

　

憲
法
週
間
の
一
環
と
し
て
、
無
料
法
律
相
談
所
が
下
記
の

通
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
費
用
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
の
で
、

何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
日　
　

時
】
５
月
８
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
受
付
開
始
午
前
９
時
）

【
場　
　

所
】
松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
局 

【
参
加
方
法
】
当
日
直
接
会
場
に
て
先
着
順
受
付 

【
相　
談　
者
】
愛
媛
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士 

【
相
談
時
間
】
30
分
以
内

農
業
委
員
会
の
許
可
を
得
て
い
な
い
農
地
の
売
買
契
約
等
は
無
効
で
す

愛
媛
県
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者
（
上
級
）
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
受
験
資
格
、
申
込
方
法
等
詳
細
は
、
愛
媛
県

人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
第
１
次
試
験
】
６
月
30
日
㈰

松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ
か
で
受
験
可
能

※
試
験
案
内
及
び
申
込
書
は
５
月
14
日
㈫
か
ら
愛
媛
県
人
事

委
員
会
事
務
局
、
県
の
各
地
方
局
、
支
局
等
で
配
布
予
定
で

す
。

【
問
合
せ
先
】

愛
媛
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
８
２
６

農業委員会だより（５月号）
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

愛
媛
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
の
お
知
ら
せ

南
楽
園
花
菖
蒲
ま
つ
り
の
開
催
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
県
民
大
会
の
お
知
ら
せ

　

愛
媛
県
で
は
、
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
含
む
普
及
啓
発
を
行
い
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
浸
透
、
普
及
を

図
る
た
め
、
６
月
１
〜
７
日
を
「
愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
宇
和
島
保
健
所
で
は
夜
間
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・
検

査
を
実
施
予
定
で
す
。

　

相
談
・
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合

は
、
当
日
30
分
程
度
で
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
５
月
頃
に
管
内
の
書
店
、
ス
ー
パ
ー
、
コ

ン
ビ
ニ
に
掲
示
さ
れ
る
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、
宇
和
島
保
健

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
実　
施　
日
】
６
月
１
日
〜
７
日　

期
間
中
１
日
（
予
約
不
要
）

【
場　
　

所
】
南
予
地
方
局
宇
和
島
庁
舎
１
階

（
宇
和
島
保
健
所
）

【
問
合
せ
先
】
宇
和
島
保
健
所 

感
染
症
対
策
係

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
５
７
）

※
通
常
の
エ
イ
ズ
検
査
は
、
毎
週
火
曜
日　

10
〜
11
時
に
宇

和
島
保
健
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

南
楽
園
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
南

楽
園
花
菖
蒲
ま
つ
り
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
園
内
2

か
所
の
菖
蒲
園
で
３
万
株
25
万

本
の
花
菖
蒲
が
咲
き
競
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
つ
き
も
楽
し
め
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
期　
　

間
】
平
成
25
年
５
月
25

日
㈯
〜
６
月
９
日
㈰

【
場　
　

所
】
〒
７
９
８
・
３
３

０
３　

愛
媛
県
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
甲
１
８
１
３　

日
本

庭
園
「
南
楽
園
」

【
連　
絡　
先
】
☎
０
８
９
５
・
32
・
３
３
４
４

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
９
５
・
32
・
４
７
０
０

　
　
　
　
　
　

Ｈ
Ｐ　
　

http://w
w
w
.nanreku.jp/

【
開
園
時
間
】
９
：
00
〜
17
：
00

【
入　
園　
料
】
大
人
３
０
０
円　

子
供
１
５
０
円

　
　
　
　
　
　

20
名
様
以
上
２
割
引
き
（
特
割
あ
り
）

【
ア
ク
セ
ス
】
Ｊ
Ｒ
宇
和
島
駅
か
ら
車
で
30
分

　
　
　
　
　
　

※
津
島
高
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
10
分

【
主
な
催
し
物
】

●
お
茶
席
／
地
元
淡
交
会
の
方
の
協
力
に
よ
り
期
間
中
の
各

土
日
曜
日
園
内
「
里
の
家
」
に
お
い
て
お
抹
茶
の
販
売
を
し

ま
す
■
。

●
特
産
品
販
売
／
園
内
臨
時
売
店
に
お
い
て
南
レ
ク
松
軒
山

産
青
梅（
南
高
梅
）、花
菖
蒲（
ポ
ッ
ト
植
え
）の
販
売
、干
物
、

餅
な
ど
の
実
演
販
売

●
竹
灯
篭
の
夕
べ
（
５
月
31
日
〜
６
月
９
日　

17
：
00
〜

21
：
00
）

　

南
楽
園
を
夜
間
開
園
し
、
地
域
内
の
団
体
等
の
作
成
し
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
利
用
し
た
竹
灯
篭
オ
ブ
ジ
ェ
の
展
示
。
併
せ

て
花
菖
蒲
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。

●
そ
の
他
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し
て
、
梅
の
実
の
採

果
体
験
実
施
。（
先
着
15
名
）・
第
４
回
「
南
楽
園
み
ん
な
の

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
選
作
品
展
示
（
管
理
棟
休
憩
所
内
）

・
南
楽
園
謹
製
梅
酒
「
の
み
さ
い
や
」「
の
ま
ん
か
な
」「
呑

ん
で
み
ん
か
な
」
の
特
価
販
売
・
南
レ
ク
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
な
ん
な
ん
ち
ゃ
ん
」
誕
生
日
記
念　

５
月
22
日

㈬
先
着
１
０
０
名
様
に
「
な
ん
な
ん
ち
ゃ
ん
誕
生
日
記
念
ス

ト
ラ
ッ
プ
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

愛
媛
県
で
は
、
平
成
25
年
６
月
18

日
㈫
13
：
00
か
ら
、「
第
18
回
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
県
民
大

会
」（
会
場
：
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

サ
ブ
ホ
ー
ル
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
大
会
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
タ
ジ
オ
創
始
者
の
志
村
な
る
み

さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
基
調
講
演
や

パ
ネ
ル
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。参
加
申
込
は
、電
話
、は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
参
加

料
は
無
料
で
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課 

男
女
参
画
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎　
　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
３
２

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
４
４

　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

danjokyodo@
pref.ehim

e.jp

Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
加
湿
器
を
探
し
て
い
ま
す

　

左
記
の
加
湿
器
４
機
種
に
つ
い
て
は
、
発
煙
、
発
火
に
至

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
重
大
事
故
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
製
品
の
回
収
を
■
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
回
収
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
１
２
０
・
６
０
４
・
７
７
７

ＫＳ-500Ｈ ＫＳ-300Ｗ

ＫＳ-31Ｗ ＫＳ-32Ｇ

平
成
25
年
農
作
業
受
託
に
関
す
る
作
業
料
金
表
に
つ
い
て

松
野
町
の
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相
談
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

志村なるみさん

障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

●
身
体
障
害
者
相
談
員　
　

金
谷　
　

透
（
蕨
生
）

●
知
的
障
害
者
相
談
員　
　

水
野　

佳
子
（
松
丸
）

　

障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
か
ら
相
談
を
受
け
る
た
め
、

町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
障
害
の
あ
る
方
の
地
域
で
の
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
障
害
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
は
障

害
者
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
保
健
福
祉
課　

障
害
者
福
祉
担
当

☎
０
８
９
５
・
42
・
０
７
０
８

作業内容 作業料金
荒 起 こ し 12,000円

田10ａ
あたり

中　す　き 7,000円

代かき 一般的な田 14,000円
機械の進入口のない田 18,000円

田植え
一般的な田 8,000円

変形田・除草剤使用・
施肥機使用 9,000円

防　　　除 3,000円
～6,000円

稲刈り

一般的な田 20,000円
湿　　　田 25,000円

倒伏田 ２～５割 27,000円
５割以上 29,000円

特殊田 変　形　・　
雑　草　多

22,000円
～25,000円

乾　　　燥 1,300円 米60㎏
あたり籾　摺　り 700円

※この料金表は農作業受託事業連絡協議会が示す
参考の作業料金です。実際の金額は双方の協議に
より決定して下さい。
※稲刈り、乾燥、籾摺りは平成24年の価格です。
秋の連絡協議会で変更になる場合があります。
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５月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

２ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

３ 金 当市立宇和島病院外科☎25-1111
当市立宇和島病院小児科☎25-1111

当市立宇和島病院内科☎25-1111
当市立津島病院☎32-2011

可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

４ 土 当宇和島社会保険病院外科☎22-5616
当山下小児科☎23-0055

当宇和島社会保険病院内科☎22-5616
当町立北宇和病院☎45-1221

５ 日 当上甲外科クリニック☎25-5811
当やくしじこどもクリニック☎24-1386

当和霊町松浦内科☎23-1510
当市立吉田病院☎52-0611

６ 月 当二宮整形外科☎25-8600
当こおり小児科☎24-5633

当宇都宮内科胃腸科☎25-7228
当旭川荘南愛媛病院☎45-1101 可葛川以外町内全域

７ 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

８ 水 乳幼児健診／松野町保健センター　13：00～ 13：30
無料法律相談／ 10：00～ 15：00

可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

９ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

10 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

11 土

12 日 消防団春期訓練会／松丸スポーツ広場
春の滑床登山／滑床渓谷

当小川クリニック☎23-3599
当こばやし小児科☎23-1150

当松澤循環器科内科☎25-5858
当永井内科医院☎32-6688

13 月 可葛川以外町内全域

14 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

15 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

16 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

17 金 松丸健康診査／松野町コミュニティセンター　7：30～ 10：30 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

18 土

19 日 当植木整形外科医院☎22-0022
当やくしじこどもクリニック☎24-1386

当笹岡内科☎24-3886
当鬼北町国保日吉診療所☎44-2250

20 月 子宮がん検診／松野町保健センター　13：30～ 14：30 可葛川以外町内全域

21 火 子宮がん検診／目黒基幹集落センター　13：30～ 14：30 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

22 水 子宮がん検診／吉野生交流促進センター　13：30～ 14：30 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

23 木 子宮がん検診／松野町保健センター　13：30～ 14：30 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

24 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

25 土

26 日 当福島胃腸科外科☎24-5588
当山下小児科☎23-0055

当くきた内科クリニック☎26-2260
当旭川荘南愛媛病院☎45-1234

27 月 可葛川以外町内全域

28 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

29 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

30 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

31 金 乳がんマンモ検診／吉野生交流促進センター 
前9：30～ 11：30　 後13：30～ 15：30

可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日


